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太平洋岸自転車道

■太平洋岸自転車道 プロジェクト

＜経緯＞

・昭和44年：（財）自転車道路協会が、当時の建設大臣へ

「太平洋岸自転車道路建設に関する陳情書」を提出

➔ 全日本一周自転車道路構想（延長18,000km）がベース

➔ うち第１次として、千葉県銚子を起点とし、

神奈川、静岡、愛知、三重の各県を通り、

和歌山県和歌山市に至る延長約1,200kmを位置づけ

・昭和45年：コースが通過する６県の東京事務所長会議が賛同

・昭和45年：自転車道の整備等に関する法律（議員立法）が成立

・昭和48年：第71回国会 交通安全対策特別委員会において、

道路局長が自転車専用道路の整備着手について発言

＜県内の整備＞

・県内では、昭和48年度より整備開始

■図 太平洋岸自転車道構想

■図 県内の大規模自転車道（太平洋岸自転車道）



県内の太平洋岸自転車道
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伊豆地域自転車走行空間に関する勉強会

１ 設立趣旨

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック自転車競技

の静岡県開催を契機に、国内外のサイクリストの憧れを呼ぶ

聖地“ふじのくに”の実現を目指して、県内関係者総ぐるみ

の協議会「静岡県サイクルスポーツ協議会」を設置し、以下

の取組推進に向けて動き始めたところである。

①県下のサイクリング愛好者のすそ野の拡大

②安全で快適なサイクリングの走行環境の整備・充実

③サイクリングを通じた観光交流人口の拡大

④魅力ある多様な自転車イベントの県内開催の促進

⑤その他、サイクルスポーツに関する施策の推進

一方、県内の自転車道の整備においては、これまでに、県

道浜松御前崎自転車道線や県道静岡御前崎自転車道線といっ

たいわゆる「太平洋岸自転車道」の整備が進められてきたが、

伊豆地域においては地形上の理由などから自転車道等の整備

が進んでいない状況である。

このため、県全体のサイクリングに対する盛り上がりや、

伊豆地域での個別の取組を後押しすることになる自転車走行

空間の整備は伊豆地域における課題であり、道路管理者、交

通管理者の地域の自治体等が集まる「伊豆地域自転車走行空

間に関する勉強会」（以下、「本勉強会」という）を立ち上

げ、自転車走行空間の整備に向けた取組を推進していく。

２ 協議事項

伊豆地域における自転車走行空間の整備に向けた取組とし

て、基幹ルートの選定及び整備手法、整備時期などの全体計

画の策定について協議する。

３ 構成組織

本勉強会の構成組織は、以下のとおりとする。

４ 事務局

本勉強会における事務を処理するための事務局は、静岡県

交通基盤部道路局道路整備課に置くものとする。

■資料 勉強会の概要（第１回勉強会資料より）



伊豆地域自転車走行空間に関する勉強会

■整備スケジュール

●整備目標
東京オリンピック
開催までに完成



■図 設置イメージ（ガイドライン標準仕様）

●整備手法は、矢羽根型路面表示を設置する車道混在型を基本
●矢羽根型路面表示は、現地の道路状況、交通状況等を踏まえ、形状を縮小、配置間隔を広げた
ローカルルールを採用
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伊豆地域自転車走行空間整備の整備イメージ

■図 設置イメージ（ローカルルール）

市街地部（目安）

市街地部は、歩行者も含め
交通安全の視点も必要。

個所毎、歩道等の設置も視
野に自転車走行空間の整備手
法を検討する

参 考

国道
県道

■採用区間の条件例

・未改良区間
・見通しがよい
・路肩が狭い（目安Ｗ＜1.0ｍ）

・自動車交通量が少ない

・自動車の速度が低い



イメージ

整備手法 ガイドラインに準拠した車道混在型の路面表示 サイクリングの先進地『しまなみ海道』に倣ったルート案内

単 価

矢羽根
（W=75cm）

ガイドラインにおける
標準仕様

11,227(円/箇所)
ブルーライン

(しまなみ海道仕様)

■規格
・幅：20cm 厚さ：1.5㎜
・色：青（マンセル10B6/6）
・すべり抵抗値：75BPN以上
・材質：溶融式塗料

934（円/ｍ）
矢羽根

（W=45cm）
ローカルルール（当該取組）

標準仕様×60%を適用
6,352(円/箇所)

工 事 費 1,878（円/ｍ） ローカルルール適用,矢羽根間隔10ｍ 2,504（円/ｍ）

効 果

• 部分的な設置で効果発現
• 矢羽根を間引く事も可能（コストダウン）

• 効果を発現するには全区間一連の連続した施工が必要

• 矢羽根の設置位置、サイズ、間隔により道路状況の変化（勾配のきつ
い登り坂、急カーブ等）を伝えることが可能

• ブルーラインとは別に、注意喚起を目的とする路面表示が必要

景 観
• ローカルルールに加え、間隔の調整により、景観への影響を少なくで

きる（富士箱根伊豆国立公園の一部である伊豆では景観への配慮）
• 一連の施工区間となるため、周辺景観に対し変化が大きい

維持管理
• 路面表示が薄くなった場合、矢羽根の追加、必要箇所の部分施工等柔

軟な対応が可能
• 補修には、一連の連続した区間を対象とする必要

矢羽根型（ローカルルール適用） ブルーライン（しまなみ海道仕様）

【参考】 伊豆地域における路面表示

■関係者の見解

●ガイドラインにおいて、路面表示は矢羽根型

が基本。また、利用者が混乱しないよう、法規

制（自転車専用通行帯）の路面表示との差別化

を図る必要がある。【県警】

●国立公園内の周辺景観へ配慮する必要がある。

矢羽根型も、形状の縮小、配置間隔の拡大、

色彩に配慮。【環境省】



スケジュール等

表　伊豆地域自転車走行空間整備に向けた取組（平成28年度の取組予定 ） 2016.12時点

■伊豆地域自転車走行空間に関する勉強会

➊第１回勉強会 ➋第２回勉強会 ➌現場確認
＊➍整備後効果検証(時期未定）

作成作業➔

●本省打合せ ●本省打合せ

予定

●全体計画➔確定

■静岡県道路交通環境安全推進連絡会議 専門部会

全体計画（案）の審議 ●全体計画案審議①（9/15）

○全体計画案審議②（1/吉）

■静岡県サイクルスポーツ協議会

協議会開催 ➊5/30 ➋7/4 ➌10/14 ➍12/22 ⑤ ⑥
*⑤⑥時期未定

現地実走調査 ●富士山 ●中部 ●中東遠 ●志太榛南 ●伊豆

■関係イベント

ライド＆ライド狩野川 ●9/24.25

●10/1.2

■工事関連

H28予算 ●10/11補正予算内示（C=35）

　調査・設計
●2/2 関係者※による現地調査

　本工事

備考

勉強会の開催

全体計画策定

＊専門部会②において確定

＊計画は、必要に応じ随時更新

伊豆半島一周サイクリング（伊豆いち）

＊全体計画を基に、現場施工内容の具体化

＊区間、設置位置等の現地確認実施
※関係者＝勉強会メンバー、環境省、色彩専門家、サイクリ

スト等

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　月

　　関連取組
５月 ６月 ７月 ８月 ９月


